

































で本稿は、『（光緒）撫州府志』に依拠した『全宋文』第 319 冊（上海辞書出版社、2006 年 5月）
所収の「三陸先生祠堂記」（370～374 頁）を底本とし、併せて「年譜」（『陸九淵集』、中華書局、
1980 年 1月／529～533 頁）との校異を示すこととした。
資　　料
－ 116 －
実践女子大学人間社会学部紀要　第 14 集　2018 年 3 月
〔注〕





































































































































































































































































































































（ 1） 宇宙即～是宇宙…「文集」巻 22、「雑説」（273 頁）（「年譜」紹興 21 年（1151・先生 13 歳）
条にも同一記事を採録／482頁）に「宇宙便是吾心、吾心即是宇宙」とある。
（ 2） 學者惟～爲私商也…「文集」巻 15、「与唐司法」（196頁）に「学者求理、当唯理之是従、豈可
苟私門戸。理乃天下之公理、心乃天下之同心、聖賢之所以為聖賢者、不容私而已。顔曽伝夫
子之道、不私孔子之門戸、孔子亦無私門戸、与人為私商也」とある。
（ 3） 此理在～此理哉…「文集」巻 11、「与朱済道」1（142 頁）に「此理在宇宙間、未嘗有所隠遁、
天地之所以為天地者、順此理而無私焉耳。人与天地並立而為三極、安得自私而不順此理哉」
とある。
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124・43条（輔広録／中華書局、1994 年 3月、八・2978 頁）に「陸子静（九淵）之学、自是
胸中無奈許多禅何」、また『朱文公文集』巻 35、「与劉子澄」11（『朱熹集』、四川教育出版社、
1997 年 5月所収、三・1552 頁）に「子静一味是禅」などとある。
〔通釈〕
　さて道義の門は、天地開闢以来一つである。どうして門戸を私して立てるべきであろうか。それ
ゆえ（陸先生の）おことばに「宇宙は我が心であり、我が心は宇宙である」、「学ぶ者は理のみに従
う。理は天下の公理であり、心は天下の同心である。顔子、曽子は孔夫子の道を伝えたが、その門
戸を私せず、孔夫子もまた門戸を私して、他人と私的に協議をすることはなかった」、「この理は宇
宙にあって、決して隠遁することはない。天地が天地である理由は、この理に随っているというこ
とに尽きる。人と天地は並び立ち三極となるが、どうして私してこの理に随わないことがあろうか」
とある。これが陸先生の学であり、宇宙の達道は明らかである。
　けれどもまた新たに別に一門を立てる者がいるのは何故であろうか。釈氏（仏者）の説は、天地
開闢以来あったわけではない。何という異端の横行であろうか。それゆえ（陸先生の）おことばに
「釈氏の聖賢を『春秋』の法によって糾
ただ
してやれば、幼子であっても罪を免れられないと分かるで
あろう」、「いたずらに言葉巧みに論弁するのが、彼ら（釈氏）の生業であるが、結局、行いが正し
い道を守ることなく、わずかにそれに近づくこともない」、「道士（道教の僧）と禅僧は、まことに
高遠に過ぎるものである。彼らに惑わされることがなければ、偏頗も党派もなく、王道は広々とし
て、その楽しみははかり知れない」。これが陸先生の学であり、釈氏の邪説でないこと（釈氏の邪
説を非難していること）は明らかである。（陸先生の学を）禅学だと指摘する輩もいるが、それは
何という間違いであろうか。
